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研究成果の概要（和文）：　本研究では、心理学的実験手法を使用して、動的文章表示が文章の印象に影響することを
明らかにした。この傾向は、論説タイプの文よりも小説タイプの文で顕著に見られた。具体的には、動的文章表示では
、5～6文字/秒の速度で文章を表示したときに読みやすく、かつ、豊かな印象を生じさせることが示された。この速度
は、静止した文章を読む際の音読速度やなぞり読み速度と一致している。
　このように、動的な文章表示は、従来の紙やディスプレイによる静的文章表示と異なり、適切な時間パラメータを設
定することで、読み手の読みのモードを変え、より注意深く読ませ、我々の読みをより豊かにすることが示された。

研究成果の概要（英文）： This study shows that the dynamic text presentation affects the readers’ 
impression of texts by using a psychophysical procedure. This tendency was clearly visible when the 
readers read the novel text type rather than the article type of text.
 In dynamic text reading, the texts are readable with rich impressions when they are presented at 5 - 6 
characters/s. It corresponds to the speed of oral reading or trace reading when the texts are presented 
statically. It is suggested that dynamic text presentation ensures that the readers are careful of 
reading by changing their reading mode.
 The dynamic text presentation is different from the traditional static text presentation that uses 
papers or display. It makes reading richer by setting appropriate temporal parameters.

研究分野： 実験心理学、認知心理学、言語心理学

キーワード： ヒューマンインターフェイス　デジタル文章表示　感性的評価
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１．研究開始当初の背景
 これまで
文章が伝達されてきた。しかし、近年はタブ
レット型
ーダー等が普及し、文章を紙に印刷すること
なく、コンピュータディスプレイ上で提示す
るデジタル文章表示が急速に拡大している。
デジタル文章表示では、例えば、読んでいる
場所に合わせて文字を表示させたりすると
いうように、読文中であっても文章内容を動
的に変化させることができるといった大き
な特徴がある（図
は、読み手は順に提示される文字の連なりを、
話し言葉を聞くような感覚で理解すると考
えられる。
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 しかしながら、
では、紙上の文章
ィスプレイ上に再現するものが大半であり、
その潜在的可能性を十分に活かしていると
は言いが
によってデジタル文章表示を行ったときに、
紙による文章表示と比べて、
示における
労度がどのように変化するのかを調べた研
究が数多く行われている
研究は、画面の広さやページのめくり方、指
での紙面（画面）のなぞり方の違い等、紙と
デジタル文章表示聞きのハードウェア的な
違いから生じる読みの変化について報告す
るものであり、文章の表示方式自体を変化さ
せた場合
は、これまでほとんど報告されていない。
 そこで本研究では、
する文章を読んだ際の、読み手の理解や印象
変化を、心理学的手法を用いて定量的に解析
した。
 
２．研究の目的
 本研究では、デジタル文章表示における文
字の動的変化、特に、文章の一部の文字が現
れては消えると
う時間変化に着目し、それが文章の読
ォーマンスや感性
を与えるのかを、心理物理学的手法を用いて
定量的に検討することを目的とした
小説や論説といった文章のタイプや難易度
との関連についても検討した。
 また、
てどのような読みのプロセスが使用されて
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（1993）によると、ウィンドウサイズが 5 文
字以上では読み速度が安定することが示さ
れていることから、視野制限だけで本実験の
読み速度低下を説明することは困難である。 
 第二の可能性として、動的文章表示条件で
は、読み手は実験者側が設定した速度で文章
を読むことが求められており、読み手は自分
のペースで読めないことが、読み速度低下に
影響していることが考えられる。そこで、こ
の可能性について、読み手が自分でペースを
決定できる動的表示での読み速度（なぞり読
み条件）と、自動的な動的表示の読み速度（動
的表示条件）を比較することで検討した。 
 読み手のペースで読めないことが読み速
度の差の原因であるならば、読み手のペース
で読むときには黙読との速度差がなくなる
ことが予測されるものの、読み手ペースの動
的文章表示でも、読み速度は遅いことが示さ
れた（図 7）。このことから、動的な文章表示
そのものが、読み速度の低下をもたらすこと
が示された（植月・安藤・渡邊・丸谷, 2014）。 
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 自分のペースで読む、読まないにかかわら
ず、動的文章表示そのものが読み速度の低下
をもたらし、読み手は、なぞり読み速度や音
読速度に近い読み速度での読むことが明ら
かになった。読み速度は低下するものの、な
ぞり読み速度や音読速度に近い速度では、文
章の印象が強く感じられることが示されて
いる（図 5、図 8）。このことから、読み手は
静的文章表示と動的文章表示では読みのモ
ードを変え、動的な文章表示ではより注意深
く読むモードを使用していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 読み速度と文章の印象評定値 
   （難易度低 N = 18；難易度高 N = 16 
   （うち 15 名は難易度低と共通）） 

(3) 動的文章表示による場の共有 
 本研究で用いた動的な文章表示システム
を用いて、前述したような心理学的手法を用
いた検討に加え、東大寺文化センターにて行
われた ACM Multimedia 2012 Multimedia 
Are Exhibition 2012 Eternal / Moment にお
いて、新たな試みも行った。これは、3 台の
iPad とプロジェクター、屏風に見立てたスク
リーンを用いて、iPad をなぞることで、手元
の iPad に加えてスクリーンにも般若心経が
浮かび上がるというものであった。3 台の
iPad は互いに無線ネットワークで接続され
ており、スクリーン上にそれぞれの iPad で
なぞった箇所が合成された形で投影され、ま
た、誰がどの場所をなじっているかも分かる
ように工夫した。これにより、経を指で読む
体験が可能となり、また、複数人が同時にそ
れぞれは慣れていたとしても互いの経を指
で読む行為が共有できるという、場の共有を
実現した。 
 
(4) まとめ 
 本研究では、心理学的実験手法を使用して、
動的文章表示が文章の印象に影響すること
を明らかにした。この傾向は、論説タイプの
文よりも小説タイプの文で顕著に見られた。 
 動的文章表示では、5〜6 文字/秒の速度で
文章を表示したときに読みやすく、かつ、豊
かな印象を生じさせることが示された。この
速度は、静止した文章を読む際の音読速度や
なぞり読み速度と一致している。動的な文章
表示は、読み手の読みのモードを変え、より
注意深く読ませていると考えられる。 
 動的な文章表示は、従来の紙やディスプレ
イによる静的文章表示と異なり、適切な時間
パラメータを設定することで、我々の読みを
より豊かにすることが、実験的に確認された。 
 また、本研究で用いた動的文章システムは、
ACM Multimedia 2012 Multimedia Are 
Exhibition 2012 Eternal / Moment では新し
い技術を用いた経の体験について、来場者の
興味を引いた一方、肯定的あるいは否定的な
様々な反応を得てきた。また、成人向けワー
クショップ（「触れて読む文章」）や、子ども
向けワークショップ（「読み方立体図鑑」）で
は、動的な読みを客観的に捉えることを通し
て、参加者の読みへの関心を喚起した。 
 本研究で取り上げた動的な文章表示シス
テムは、心理学的手法により読みを豊かにす
ることが示されていることに加え、場の共有
といったものを実現することも可能であり、
私たちの読みを変える可能性を秘めている
と考えられる。 
 今後は、この動的な文章表示システムを使
用し、聴覚障害者を対象として、これまで聴
覚障害者が動的文章表示によって再現され
る抑揚のような情報を、読みに有効に活用で
きるのかといった検討を行う。また、文処理
において、文字や音、触覚といった多感覚か
らの入力があった場合に、どのように情報が
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相互作用し、統合されるのかといった点につ
いて検討を行う予定である。 
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